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【協働に関する施策】
・人材育成
・活動の場と支援の充実
・財政面の支援
・情報収集及び提供

【協働の基本理念】
①自立・自治
②対等
③相互理解
④目標共有
⑤公開・透明性
⑥評価・改善

　　　　　　　　　市民活動団体活動報告会　など
参加者：市民活動団体補助金交付団体や協働井戸端会議（ワークショップ）提案事業実施団体など
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市民活動団体と
市との協働の推進

市民協働推進推進会議

行政版PDCA

市民版 PDCA
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意見・評価 報告

●市が行政版ＰＤＣＡの実績を報告し、市民活動団体等が意
見・評価をする。

●市民活動団体は、ＰＤＣＡの視点から自ら取り組んできた
活動を報告する。

●市民活動団体は、次年度に
向けた活動方針等を自己宣
言する。

●市民活動団体それぞれが活動
を実施する。

市地域団体

市民活動団体

社会福祉協議会
ボランティアセンター

協働領域

地区公民館地区社会福祉協議会

（市民活動の中間支援・協
働コーディネートの中心的・
専門的なハブ機能）

事業者

連携・協議

連携・協議

連携・協議 連携・協議

市民活動センター

生涯学習
ボランティアセンター
青少年の家ボランティア
活動支援センター
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市民協働とは？市民協働とは？

第２次 安城市市民協働推進計画とは？第２次 安城市市民協働推進計画とは？

　市民、地域団体、市民活動団体、事業者および市それぞ
れの良さや強みを持ち寄って、地域の課題を解決するた
めに、お互いの特性を活かし合い、補完し合い、協力し合
うことです。これによって、安城のまちをよりよくしていく
ことにその狙いがあります。

第2次 安城市市民協働推進計画【概要版　2018～2023】　 第2次 安城市市民協働推進計画【概要版】　 2018～2023

■計画の期間

■計画の位置づけ

平成３０年度（２０１８年度）～２０２３年度までの６年間
を計画期間としています。

　この計画は、平成２４年１０月に施行された「安城市市
民協働推進条例」第８条及び第９条の規定に基づき、市民
協働の推進のための施策や事業、推進体制等について具
体的に定めたものです。
　また、「第８次安城市総合計画」を進めるための個別

計画として、本市の市民協働の推進を総合的・横断的に図
ります。

協働が生まれる場所:市民交流センター、アンフォーレ等公共施設をはじめとした市内各地

市民協働
サポータークラブ

市民協働を推進するための仕組み

市民協働推進のための連携体制

発 行：安城市役所 市民生活部 市民協働課（平成30年３月）
住 所：〒446－8501 愛知県安城市桜町１８番２３号　T E L：0566-71-2218（ダイヤルイン）　ＦＡＸ：0566-76-1112
E-maik：kyodo@city.anjo.lg.jp
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計  画  の  概  要

協働の担い手の
育成・活用

活動場所と団体に
対する支援の充実

財政面と組織面の
支援

情報の収集及び発信

市民協働による
健幸（ケンサチ）の
まちづくりの推進

❶市民活動への参加のきっかけづくり

❷市民協働のまちづくりの担い手の育成

❸市民協働サポーターの育成・活用

❹市職員の意識改革の推進

❶市民活動の拠点施設と支援機能の充実

❶補助金等財政面に関する支援

❷団体の組織基盤整備に関する支援

❶市民活動に関する情報収集・発信

❷市民活動に関する理解の促進

❷多様な主体による協働の促進

★：ステップアップ事業＝これまで進めてきた市民協働をもう一歩成長（ステージアップ）させていく意図を持ち、チャレンジして
いく事業や、新規性のある事業

イベント等を活用した市民活動に関する PR の実施／被災地ボラ
ンティア活動に対する支援／ボランティア体験プログラムの開催

市民活動入門講座の開催／シルバーカレッジの開催／ボランティ
ア養成講座の開催

市民協働サポーター養成講座の開催／市民協働サポーターの
実践の場の提供★

職員の市民活動への自主的･主体的参加の推進／職員向け市民協
働研修の実施

ふれあい補償制度の運用／市民活動センターの活性化／各市民活
動拠点施設の連携強化／市民交流センター・生涯学習ボランティ
アセンターにおける相談・コーディネート機能の充実★／図書情
報館の運営／地区公民館の運営／地域福祉センターの運営／ボラ
ンティアセンターにおける相談・コーディネート機能の充実★

円卓会議の開催★／団体同士がつながる交流会の開催★／市民企画講座の
充実／町内福祉委員会研修会の開催／地域福祉活動を推進するための研
修会の開催／成果報告会の開催／福祉事業者関係団体等の交流会の開催

健幸都市の推進★／市民活動補助制度の運用／協働事業への支援
制度の創設★／市民協働推進基金の運用／民間助成制度に関する
情報提供の実施／地域福祉活動に関する助成制度の運用

スキルアップ講座の開催／町内会長向け研修の実施／町内会長連
絡協議会でのパソコン講座の開催／市民活動団体の組織基盤強化
のための講座の開催★／市民活動団体の自立を促すための制度の
研究★

市民活動に関する情報発信（電子媒体･紙媒体）／町内会への加
入促進に関する啓発／マスコミへの情報発信の支援／大型モニ
ターを活用した情報発信の支援／市民活動に関する情報発信（紙
媒体の活用）／ボランティア活動に関する情報発信

イベント等を活用した市民活動に関するPRの実施［再掲］／市民
活動や多様な主体による協働事例の発表会の開催／「協働事業事
例集」の発行／市民協働に関する啓発

関係課で推進する市民活動団体や地域団体と市との協働事業
の推進

市民交流センター・生涯学習ボランティアセンターにおける相談・コー
ディネート機能の充実★／円卓会議の開催★／円卓会議の開催★／団体同
士がつながる交流会の開催［再掲］★／健幸都市の推進★／協働事業への
支援制度の創設★／市民活動や多様な主体による協働事例の発表会の開
催★／「協働事業事例集」の発行／市民協働に関する啓発／ボランティ
アセンターにおける相談・コーディネート機能の充実　※いずれも再掲

❷地域課題解決につながる市民活動の
促進

❶市民活動団体や地域団体と市との市
民協働の推進
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基本目標 重要ポイント 基本施策 推進事業

成果指標
市民活動・ボランティア活動に参加したことが
ある市民の割合
現状値　21.6％ →　目標値26％

（2016年度） （2023年度）

成果指標
市民活動センターの登録団体数
現状値　385団体→ 目標値　430団体

（2016年度） （2023年度）

成果指標
市内のNPO法人数
現状値　38団体 → 目標値　45団体

（2016年度） （2023年度）

成果指標
協働という言葉の認知度
現状値　38.3％ → 目標値　66％

（2016年度） （2023年度）

成果指標
市民参加・市民活動支援に対する満足度
現状　値25.9％→ 目標値　38％

（2015年度） （2023年度）

基本方針 1

基本方針 2

基本方針 3

基本方針 4

基本方針 5

①成果指標の設定

②自立した市民活動

③市民活動団体と市との
協働の更なる推進

④団体同士の協働の促進

基本方針基本目標 重要ポイント 基本施策 推進事業基本方針


